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＜あらまし＞ 学校子どもブログによる学校間の交流活動では，ブログの簡便なインタフェ

ースのみならず，更新情報のアグリゲーションやコメント，トラックバックといった機能を

効果的に用いている．本論では，その技術的要素に注目し，その概要と今後の展開にあたっ

ての課題について述べるとともに，これまでの交流活動の実態を数値データの側面から明ら

かにする． 
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1. はじめに 
本研究では，学校ホームページの中に位置

づけ運用されている，児童情報発信コンテン

ツにおける教育的意義と，そのコンテンツを

学校間交流に活用しているケースについて検

証・考察を行っている． 
本論では，今日の児童情報発信コンテンツ

の中でも特にブログでの発信を取り上げ，交

流活動を支える技術的要素の概要を述べると

ともに，交流活動の実態について分析をする． 
また，現状課題と今後の展開について考察す

るものである． 
 

2. 学校ホームページを利用した情報発信 
全国の小学校では，８割を超える学校が公

式のホームページを開設し（町田 2008a），
情報発信を行っている． 
ホームページ活性の度合いは様々で（豊福 

2007），学校経営方針や学校基礎情報を掲載
するサイトがあれば、それに加え，学年やク

ラスから日々の情報発信を積極的に行ってい

るサイトもある．さらには，子ども・保護者

や地域をまきこんで，多角的に情報発信して

いるサイトもある． 

 
2.1. 学校ホームページの意義 
学校みずからがホームページを開設・運営

するのは，学校広報の一つとして位置づけら

れているからであると考えられ，学校評価を

円滑に機能させる手段として，すなわち，学

校と保護者・地域との信頼関係の形成を築く

ための手段として，その可能性が期待される

ところである．（豊福 2008） 
学校広報の目的を達成するために，学校ホ

ームページが有効な点として，紙媒体では実

現できないような情報の即時性や地味でベタ

な（行事のような学校の特別な場面を切り出

したものではない）トピックスを発信するこ

とができる点があげられる． 
 

2.2. ブログの活用 
しかしながら，学校ホームページを実際に

運用するにあたっては，技術的な課題があり，

一般的なホームページ編集ソフトで頻繁に更

新するのは学校の教員に対して大きな負担と

なっている．（町田 2008b） 
そこで昨今注目され，活用が進められてい

る の が CMS （ Contents Management 



System）であり，とくに記事作成・変更を簡
便にするブログの機能である． 
ブログを利用することで，記事の作成・更

新の作業がWebブラウザ上で完結できる．ま
た，コンテントとレイアウトデザインが分離

され，システムで一括管理されることで，普

段はレイアウトデザインに悩まされることも

なく，一貫したナビゲーション・インタフェ

ースが提供し，それゆえユーザビリティも向

上する． 
これによって，学校ホームページの中でも，

日常のトピックスをこまめに情報発信する学

校が増えてきている． 
 

2.3. 学校子どもブログ 
学校ホームページでのブログには，学校教

職員から情報発信をおこなうものにとどまら

ず，その簡便な記事作成・変更のインタフェ

ースゆえ，児童による情報発信の手段として

も積極的に利用されるようになってきた（以

下、学校子どもブログと記す）． 
 

 
図 1 学校子どもブログ（千秀小） 

 
全日本小学校ホームページ大賞（通称

J-KIDS）で入賞した学校を例にとると，学校
子どもブログは，学校基礎情報の掲載や教職

員からの日常的な情報発信が十分になされて

おり，学校ホームページを学校経営の中に組

織的に位置づけている学校に開設されている

ケースが多いとうかがえる． 
学校子どもブログは，高学年が委員会活動

の一環として情報委員会を組織し運営してい

ることが多く，日々学習したことや生活の１

コマ，あるいは給食の感想などを記事として

掲載している． 
 

2.4. 児童による情報発信の意義 
学校子どもブログの目的は，その他の児童

による情報発信コンテンツのそれとは，少し

性質の異なるものだと考えられる． 
というのは，他のコンテンツの多くは，学

習のまとめとして発表形式で伝えられている

ものであるのに対し，学校子どもブログは，

学校生活の一場面を切り出し，インターネッ

トといういわばパブリックな場を常に意識し

ながらおこなう情報発信であり，学校広報活

動の一翼を担っているといえるからである． 
これは，子ども達にとって社会性を養う場

であり，日常の中のできごとや事実をていね

いにふりかえる力に加え，その場に居合わせ

ていない者を意識して伝える力を養う場とな

りえる． 
 

2.5. 学校間交流 
筆者が勤務する学校では，2005年度から学

校ホームページを利用した児童による情報発

信を開始した．その中，J-KIDS 大賞を通し
て知り合った愛知県一宮市立瀬部小学校と，

児童同士の交流を行うことにした． 
当時は両校ともにブログインタフェース

を備えておらず，教師同士のメールでやりと

りしていた．２校間の交流であったため，具

体的な相手意識をもち，お互いの学校の様子

について質問をし，伝える活動ができた． 
その後，交流校は徐々に増えていくととも

に，一般プロバイダが提供する無料ブログを

利用する学校が増えてきた．先に述べたブロ

グインタフェースの簡便さが助けとなって投

稿記事数も充実したことで，伝え合う内容は，

学校紹介から互いの学校生活に関わることに

シフトしていった． 
交流活動にかかる負担がシステム的に軽

減されることで，活動に関与する敷居を下げ，

かつ，学校間の横のつながりを強くすること

ができるというブログの特性を活かしつつ，

さらに交流を意識化しやすいよう，各学校の



ブログの更新情報を１つのページに集約し，

そこからアクセスを可能にするためのアグリ

ゲーションを作成して，現在にいたっている．  
 

3. 交流活動を支える技術的要素 
そもそもブログとは，ウェブログ（weblog）

の略であり，ウェブ上での日々の記録の総称

である．しかしながら，今言われるブログは，

記事の一つひとつをデータベースで管理し，

記事を整理し出力するプログラムとして稼働

しているものが一般的である． 
その機能には，データベースを生かしたカ

テゴリや作成日時などによる記事の抽出機能

に加えて， 
・コメント機能 
・トラックバック機能 
・更新情報提供機能 

といったものが搭載されていることが多い． 
これらは，ブログが記事の作成や編集・整

理を簡便にするのみならず，コミュニケーシ

ョンを促進するものとして，一般社会での爆

発的な普及に一役かったといえる機能である． 
これらのコミュニケーションを促進する

機能について，概要を次に示す． 
 

3.1. コメント機能 
コメント機能とは，掲載されている任意の

記事に対して、その内容に言及し，投稿者に

自分の感想などを伝えられるものである． 
Webブラウザでブログを閲覧し，コメント

をつけたい記事にある「コメント」などとい

うリンクをクリックすると，コメントを送信

するためのフォームが現れ，ブラウザ上で入

力・送信が完了する． 
送信されたコメントは，サーバーサイドの

プログラムがデータベースに格納する． 
蓄積されたコメントデータは，ブログを出

力する際に合わせて出力される． 
最近は，記事とは関係のない迷惑コメント

が付与されるケースが増加しているため，プ

ログラムが自動的にコメントを送信できない

よう，４桁の英数字画像を表示して認証させ

るような機能が搭載されるようになった．ま

た，送信されたコメントに対し，管理者が掲

載の可否を決定できる認証機能が搭載される

ようになっている． 
 

3.2. トラックバック機能 
トラックバック機能とは，他者のブログの

特定の記事に対し，自らが所有するブログの

特定の記事にリンクをはったことを通知する

機能のことをいう． 
これは，自分のブログに記事を執筆する際，

他者のブログの記事を引用したり，関連性の

あるものとして紹介したりすることを，煩雑

な手続きをとることなく簡便に参照先に伝え

ることができるものである． 
トラックバック機能を使うと，自分のブロ

グには参照する記事の概要とともにリンクを

はると同時に，参照先に自分の記事のタイト

ルや概要，URIを通知することができる．相
手のブログは，通知された内容をデータベー

スに格納し，コメントと同様，ブログを出力

する際に合わせて出力される． 
トラックバックについても，スパムが増加

しているため，管理者による受け入れの可否

を決定する機能が搭載されるようになってい

る． 
 

3.3. 更新情報 
ブログの多くは，記事の更新情報をまとめ

た文書を出力する機能を備えている． 
これには，RSS（RDF Site Summary）や

RDF（Resource Description Framework），
Atom（Atom Syndication Format）などと数
種類の XML 文書フォーマットが存在するが，
更新情報のみを記述し，かつ規定のフォーマ

ットに則った文書を提供することにより，ブ

ログに直接アクセスすることなく容易にブロ

グの更新情報を受け取ることができるように

なった． 
 

3.4. 更新情報のアグリゲーション 
更新情報ファイルは XML で記述されてい

るため，Web上のプログラムで機械的に解析
することができる．このため，複数のブログ

の更新情報を取得・解析し，１ページ上に集

約表示させることが可能である． 
Google 社が無償提供する Google Ajax 

Feed APIというサービスを利用することで，



本来なら Web 上に実装すべきプログラムの
機能を代替させることができる．具体的には，

APIを用いることで，独自のコンテンツの中
に他サイトから得た更新情報を整理し，埋め

込むことができる． 

 

図 2 更新情報のアグリゲーション 
 

4. 子どもブログによる交流活動の実態 
学校子どもブログによる交流活動をさら

に効果的にするため，先に述べた技術要素を

用いてアグリゲーションを作成するとともに，

各学校の児童に指導を行った． 
まず，交流をしている学校子どもブログの

更新情報を Google Ajax Feed APIを利用し
て，図２にある「まとめブログ」を作成した． 
ページは２段組みで，左カラムに交流校の

リスト，右カラムに更新情報というインタフ

ェースをとった． 

 
図 3 まとめブログ 

 
まず，交流校の児童は，まとめブログにア

クセスし，交流したい学校を左カラムのリス

トから選びクリックする． 
すると右カラムに最新 10 件の記事の概要

が表示される． 
児童はその内容に目を通し，もっと詳しく

読んでみたい記事や，コメントをつけたい記

事を見つけ，その記事のタイトルをクリック

する． 
そうすることで，交流校に設置された子ど

もブログの一意の記事にアクセスすることが

できる． 
子ども達はまとめブログの記事を読んで，

各学校のブログにコメントを書き，送信した．

また，自分の学校のブログを定期的にチェッ

クし，自分の書いた記事にコメントがついて

いた場合は，返事をつけるようにした． 
 

4.1. ブログの記事投稿とコメントの分析 
学校子どもブログによる交流校は現在 16

校を数えるが，本稿では，早期より交流を行

っていた愛知県一宮市立瀬部小学校と新潟県

新潟市立亀田東小学校と神奈川県横浜市立千

秀小学校の３校の子どもブログについて，

2008年度の記事の投稿数とコメント数，コメ
ントに対する返信数について分析を行った．

表１にその数を示す．ちなみに，瀬部小では

前期後期でメンバーが入れ替わったり，亀田

東小では一つの記事を複数人で担当したりす

るため，必ずしも同一の条件のもとでの数値

ではないことを断っておく． 
 
表 1 ブログ記事の投稿数とコメント数 

 
 

 
図 4 各学校のコメント数の割合 

 



これによると瀬部小は投稿数よりもコメ

ント数の合計の方が多いことが分かる．さら

にコメントの傾向を詳しく見るため，コメン

ト全体に占める各学校の割合を図 4 に示す．
瀬部小，亀田東小ともにコメント全体に占め

る自校宛の割合が８割を超えているのに対し，

千秀小の場合は，自校宛のコメントと瀬部小

宛のコメントがほぼ同じ割合になっている．

これは他の２校と比べると，千秀小の担当児

童数が少ないことが原因であると思われる． 
 
さらに，各校各児童の投稿数と自他校への

コメント数についての関連性を明らかにする

ため両側検定による相関係数（r）を求めた．
３校をまとめたものが表２，以下瀬部小（表

３）・亀田東小（表４）・千秀小（表５）の順

に示す． 
 
表 2 ３校における児童投稿数・自他校宛コ

メント数の相関関係 

 

 
３校での相関関係を見る限りでは，児童の

投稿数と自校他校宛のコメント数には中程度

の相関が見られ，他校よりは自校宛のコメン

ト数の相関係数がやや高い．これは一般的実

態の理解としては妥当なものであろう． 
ただし，これを各学校で分析し直すとやや

傾向に違いがあることが分かる．すなわち，

瀬部小と千秀小はいずれも投稿数と自校宛コ

メントとの相関係数が 0.85 を超えて一番高
いのに対し，亀田東小は投稿数と自他校宛コ

メント数の相関係数が同程度で，自校宛コメ

ント数と他校宛コメント数との間はほとんど

無相関である． 
すなわち，瀬部小と千秀小の場合は，児童

の投稿数が多いほど自校へのコメントが多い

というはっきりとした関係があるのに対し，

亀田東小では，投稿数の多さと自校および他

校へのコメント数には，ほどほどの関係が見

られる程度である．自他校宛コメント数に相

関がないのは，おそらくコメントを書く相手

が固定化されている等の事情があると思われ

る．本稿では詳細に立ち入った分析ができな

いが，学校ごとの取り組み方の違いが，数値

に影響を与えていると推測できる． 
 
表 3 瀬部小における児童投稿数・自他校コ

メント数の相関関係 

 
 
表 4 亀田東小における児童投稿数・自他校

コメント数の相関関係 

 
 
表 5 千秀小における児童投稿数・自他校コ

メント数の相関関係 

 
 
4.2. 成果 
学校子どもブログによる交流がもたらし

た成果を技術的な要素をもとにまとめると，

次のような点が挙げられる． 
① 一つの学校生活の日常場面を一つの記

事としているために，子どもに多くの時間を

拘束することなく情報発信が行えると同時に，

場面を切り出すというトピック化の力が子ど

もに育まれた． 
② 記事がトピックとなっているため，交

流先の学校子どもブログを閲覧することによ

り，全国各地の同学年の子ども達が同じよう

な学習をしていることに気づいたり，他の学

校の特色に気づいたりすることをたすけてい

る． 
③ 学校生活を学習時間以外の側面からも

ふりかえり，情報発信していることにより，

教員ではなかなか伝え切れない広報の重要な

一部分を担うことができている． 



④ 学校同士の交流であることで，日常場
面を綴るにも，日記のような文体から，パブ

リックを意識したフォーマルな文体を心がけ

るようになった．また，交流校の同様の記事

が手本になっていた． 
④ コメント機能により，コメントをつけ

てくれた相手に対し，返信の他にも相手の記

事にコメントをつけようとしている．これは

相手意識をもった適切なやりとりであると考

えられる． 
⑤ トラックバック機能により，子ども達

の同内容トピックを取り上げ，つながりを作

りやすくしていると考えられる． 
⑥ 更新情報のアグリゲーションにより，

交流校の直近の記事を確認でき，コメントを

つけるまでのプロセスを軽減できた． 
 

4.3. 課題 
一方，学校子どもブログによって交流をし

ていく中で見えてきた課題や，交流をとりま

とめることによって見えてきた課題について，

次のような点が挙げられる． 
交流する学校の増加に伴い，自分の記事に

対するコメントは複数の学校や相手から寄せ

られるようになり，コメントをつける相手校

が拡散してきた．これにより，コメントへの

返信や，お返しのコメントづけへの負担感が

出てきたと見られる． 
記事掲載の条件がフェアであるため，誰も

が参加しやすい反面，新着記事によって埋没

してしまうため，中長期的に取り上げたい内

容を掲載しにくい． 
文章力は，記事内容を見れば変容を見てと

れるが，個々のやりとりを教師側で追跡した

い場合，現在のシステムでは困難である． 

 
5. 今後の展開 
これらの成果と課題を踏まえ、今後の交流

活動の展開について考察する． 
交流する学校にブロック制をとるなど，相

手意識を保持しながら，記事作成およびコメ

ントによる交流の質を高めていく工夫が必要

となるであろう． 
トピックを共有しやすいインタフェース

と，コメント・トラックバックのプロセスを

より簡略化するアグリゲーションを整備する

ことが考えられる． 
子ども達の交流を任意抽出し，追跡できる

システム開発の検討が必要である． 
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